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平
成
22
年
度
揖
斐
川
支
部

第
２
回
幹
事
会
開
催

平
成
22
年
７
月
14
日(

水)

19
時
00

分
よ
り
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
役
員
15
名
出
席
の
も
と
、
久
保

田
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
次
の
事
を

協
議
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
に
先
立
ち
、
総
会
時
に
４

役
一
任
と
な
っ
て
い
た
本
部
同
窓
会
常

任
理
事
選
出
に
つ
い
て
、
４
役
協
議
の

上
、
杉
山
喜
久
男
氏

(

36
農)

(

揖
斐

川
支
部
幹
事)

を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
、

本
人
了
解
の
上
、
３
月
22
日
付
け
で
本

部
へ
推
薦
状
を
提
出
し
た
旨
を
報
告
し
、

了
承
を
得
ま
し
た
。

協
議
事
項

１.

本
部
同
窓
会
一
一
〇
周
年
記
念
行

事
に
つ
い
て

杉
山
常
任
理
事
よ
り
説
明
を
受
け
、

協
議
の
結
果
、
支
部
役
員
は
、
原
則

全
員
出
席
す
る
事
と
し
た
。

又
、
支
部
役
員
は
、
会
員
の
参
加

者
を
勧
誘
し
、
次
回
幹
事
会
で
、
人

数
を
報
告
す
る
事
・
参
加
交
通
手
段

は
協
議
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

２.

夏
期
行
事
に
つ
い
て

８
月
末
に
夏
期
懇
親
会
を
開
催
す

る
事
と
し
、
詳
細
は
、
事
務
局
に
一

任
し
た
。

３.

会
計(

期
中)

報
告
に
つ
い
て

年
会
費
の
集
金
状
況(

全
額
集
金

完
了)

を
報
告
し
た
。

４.

そ
の
他記

事(

39
化

岩
間
庄
三)

岐
阜
農
林
卒
業
65
周
年
記
念

同
級
会
報
告

(

昭
和
20
年
卒
業
生
第
23
回
同
級
会)

長
良
川
河
畔
の
桜
が
ち
ら
ほ
ら
と
ほ

こ
ろ
び
始
め
た
去
る
３
月
26
日
、
岐
阜

市
在
住
有
志
の
呼
び
掛
け
で
卒
業
65
周

年
を
祝
う
同
級
会
を
十
八
楼
で
開
催
し

た
。昭

和
20
年
と
言
え
ば
高
齢
者
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
本
の
敗
戦
の
年
で

あ
る
。
こ
の
苦
難
の
太
平
洋
戦
争
の
真
っ

只
中
に
岐
阜
農
林
に
学
び
異
常
な
教
育

と
勤
労
を
体
得
し
、
卒
業
直
前
に
は
本

土
の
大
空
襲
、
一
億
玉
砕
が
声
高
に
叫

ば
れ
た
時
代
に
学
業
を
終
え
た
。

そ
の
我
々
も
卒
業
65
周
年
を
迎
え
80

才
を
超
え
る
高
齢
と
な
り
、
在
学
中
に

海
軍
の
予
科
練
や
陸
軍
の
特
幹
に
志
願

し
、
国
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
同
級

生
の
名
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
。
卒
業
生

の
総
数
は
１
５
６
名
、
う
ち
物
故
者
81

名
・
不
明
者
２
名
・
生
存
者
73
名
と
い

う
現
状
で
既
に
半
数
以
上
が
黄
泉
の
国

に
旅
立
っ
た
。

生
存
者
と
い
え
ど
も
健
康
ら
し
い
者

は
そ
の
う
ち
２
割
程
度
、
こ
の
呼
び
掛

け
に
賛
同
し
て
集
ま
っ
た
21
名
も
健
康

者
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
が
同
級
生

の
顔
の
見
納
め
と
感
じ
て
集
ま
っ
た
人

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
山
本
君
に
は
入

学
以
来
の
想
い
出
の
写
真
や
記
録
を
作

成
配
布
頂
い
て
若
き
日
に
返
っ
た
一
時

を
楽
し
ん
だ
。

今
回
の
珍
客
は
遠
来
の
野
沢
清
君
で

あ
る
。
彼
は
林
科
卒
業
後
い
っ
た
ん
は

就
職
し
た
が
、
そ
の
後
東
京
物
理
学
校

に
入
学
、
最
終
的
に
は
東
京
理
科
大
学

を
卒
業
し
た
偉
人
で
あ
る
。
卒
業
後
は

大
企
業
の
幹
部
を
務
め
現
在
は
さ
い
た

ま
市
に
余
生
を
楽
し
む
と
い
う
元
気
な

級
友
で
あ
る
。

こ
の
同
級
会
も
23
回
を
数
え
最
終
会

近
い
感
が
否
め
な
い
が
、
こ
こ
に
改
め

て
先
に
他
界
さ
れ
た
級
友
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
ま
た
現
存
の
級

友
も
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
そ
し
て
我

が
母
校
岐
阜
農
林
高
校
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
て
昭
和
20
年
卒
業
生
23
回
ク

ラ
ス
会
報
告
の
結
び
と
す
る
。

平
成
22
年
４
月
吉
日

青
木
和
芳

例
年
総
会
の
運
営
は
、
二
十
歳
と
厄

年
を
迎
え
た
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
中
心

と
な
っ
て
準
備
を
し
ま
す
。
今
年
は
例

年
よ
り
早
く
平
成
22
年
７
月
17
日(
土)

午
前
10
時
か
ら
百
年
記
念
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
福
井
事
務
局
長
と

校
内
幹
事
の
水
野
、
坂
井
、
上
野
、
加

藤
の
先
生
。
今
年
は
創
立
１
１
０
周
年

式
典
を
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、
村
橋
元

同
窓
会
長
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
に
会
長
が
今
年
度
の
総

会
は
記
念
す
べ
き
も
の
で
、
こ
の
趣
旨

や
内
容
を
説
明
さ
れ
た
。

次
に
、
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
総
会
案

内
を
発
送
す
る
業
務
、
総
会
時
の
受
付

係
、
祝
賀
会
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
役
割

分
担
を
し
最
後
に
機
関
誌｢

瑞
穂｣

へ

の
投
稿
を
担
当
者
が
依
頼
し
て
閉
会
す

る
。

第
61
回

岐
阜
県
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
年
次
大
会

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
・

意
見
発
表
会)

結
果

日
時

７
月
８
日(

木)

会
場

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

山
田
校
舎

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

区
分｢

食
料
・
生
産｣

最
優
秀
賞

テ
ー
マ｢

自
給
率
ア
ッ
プ

〜
米
た
ま
ご
の
販
売
に
向
け
て｣

動
物
科
学
科
３
年

飯
沼
沙
耶
香

池
田
汐
里

鷲
見
栞
奈

棚
橋
玲
奈

｢

環

境

｣

最
優
秀
賞

テ
ー
マ

｢

減
ら
せ
っ
！
農
薬
っ
！
人
と
環
境
に

優
し
い
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
を
目
指
し
て｣

園
芸
科
学
科
３
年

今
井
麻
由
美�
田
光
香

松
野

愛

福
井
崇
年

秦

瑞
季

○
意
見
発
表

区
分｢

食
料
・
生
産｣

最
優
秀
賞

テ
ー
マ

｢

地
域
密
着
型
の
儲
か
る

養
鶏
農
家
に
な
り
た
い｣

動
物
科
学
科
２
年

宮
田
尚
佳

区
分｢

環

境

｣

最
優
秀
賞

テ
ー
マ

｢

広
が
れ
私
達
の
花
木eco

栽
培｣

園
芸
科
学
科
３
年

三
品
朱
里

区
分｢

文
化
・
生
活｣

最
優
秀
賞

テ
ー
マ

｢

取
り
戻
そ
う
！
清
流
長
良
川

〜
人
と
人
と
の
繋
が
り
で
〜｣

生
物
工
学
科
２
年

加
藤
早
織

今
回
の
意
見
発
表
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
は
６
部
門
中
５
部
門
を
獲
得
す
る

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
は
、
日
頃
の
専
門
科
目
の
取
り

組
み
や
、
夜
遅
く
ま
で
の
練
習
の
成
果
、

ま
た
は
学
科
職
員
と
生
徒
が
一
丸
と
な
っ

た
証
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
数
年

ぶ
り
に
５
部
門
独
占
す
る
と
い
う
快
挙

に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
尚
、
農
業

鑑
定
競
技
・
平
板
測
量
競
技
・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技
・
農
業
情
報
処

理
競
技
に
つ
い
て
は
７
月
28
日
に
恵
那

農
業
高
校
・
阿
木
高
校
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
選
手
も
目
標
を
高
く
掲
げ
大
会
日

に
向
け
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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揖
斐
川
支
部
活
動
報
告

(

そ
の
６)

同
窓
会
だ
よ
り

総
会
の
準
備



岐
阜
県
高
校
総
体
相
撲
競
技

３
連
覇
を
果
た
し
て

小
森

豊
文

５
月
15
日

(
土)
、
郡
上
市
相
撲
場

に
お
い
て
、
本
年
度
の｢
岐
阜
県
高
校

総
体
相
撲
競
技(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は｢
５
人

制
リ
ー
グ
戦｣

で
行
わ
れ
、｢
岐
阜
農

林
高
校｣

｢

郡
上
北
高
校｣

の
全
勝
同

士
の
対
戦
と
な
っ
た
最
終
戦
で
、
我
が

校
は
大
将
戦
を
待
た
ず
に
４
人
目
の
副

将
戦
で
勝
利
を
決
め
、
８
月
の｢

沖
縄

イ
ン
タ
ー
ハ
イ｣

へ
の
出
場
権
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
私
が
赴
任
し
た
５
年

前
の
相
撲
部
は
、
最
後
の
卒
業
生
を
出

し
た
後
で
、
実
質
部
員
は
０
名
。
大
会

に
は
柔
道
部
の
有
志
選
手
が
出
場
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
廃
部
の

危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
目
に
は
新
入
生
中
心
の
チ
ー
ム
で

｢

県
総
体
団
体
の
部

準
優
勝
、
東
海

総
体
団
体
の
部

３
位
入
賞｣

、
３
年

目
に
は
念
願
の｢

県
総
体
団
体
の
部

優
勝｣

を
飾
り
、
埼
玉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
９
年

ぶ
り)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
県
大
会
で
の
優
勝
旗
は

す
べ
て
岐
阜
農
林
高
校
が
獲
得
し
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年

は｢

東
海
総
体
団
体
の
部

初
優
勝｣

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。(

今

年
度
は

｢

準
優
勝｣)

こ
の
よ
う
に
順

調
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
選
手
の
が
ん
ば
り
で
も
あ
り

ま
す
が
、
岐
阜
農
林
高
校
の
先
生
方
、

保
護
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
相
撲
部
だ
け
で
な
く
、
馬
術

部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
な
ど
が

県
の
上
位
常
連
校
と
し
て
、
東
海
大
会

や
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
岐

阜
県
の｢

古
豪
専
門
高
校｣

と
し
て
名

を
馳
せ
て
い
る
本
校
が
、
一
時
は
低
迷

し
て
い
た
部
活
動
で
も
復
活
を
遂
げ
て

活
躍
を
し
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。
相
撲

部
も
他
の
部
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
さ

ら
に｢

４
連
覇
・
５
連
覇｣

を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。

全
国
制
覇
を
目
指
す

岐
阜
農
林
高
等
学
校
・
馬
術
部

三
輪

嘉
文

｢

飛
翔
！
全
国
制
覇
！｣

の
目
標
の
も

と
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
る
馬
術
部
。

昨
年
は
創
部
３
年
目
に
し
て
、
悲
願
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
全
国
３
位
と
素

晴
ら
し
い
成
果
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
も

生
徒
の
頑
張
り
と
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
る
成
果
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
12
年
前
、
本
校
に
木
曽
馬
２

頭
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
有
志
を
募
り
、

木
曽
馬
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
毎
日
放
課

後
、
馬
に
乗
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
馬
の
仕
事
に
就
く
生
徒

も
多
く
輩
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
馬

に
携
わ
る
明
確
な
目
標
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
障
害
者
乗
馬
や
動
物
ふ
れ

あ
い
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
馬
の

存
在
価
値
を
見
出
し
て
い
た
日
々
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
、
当
時
教
頭
先
生
で
あ
っ

た�
畑
校
長
先
生
が｢

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

を
導
入
し
、
馬
術
部
を
創
っ
た
ら
ど
う

だ
！｣

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
馬
術
部
が
で
き
れ
ば
、
活
動
目
標

が
明
確
に
な
り
、
活
躍
す
る
生
徒
が
誕

生
す
る
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
馬
や
馬
具
の
購
入
費
や
、
１
頭

あ
た
り
年
間
50
万
円
と
言
わ
れ
る
馬
の

維
持
費
な
ど
、｢

大
丈
夫
か
？｣

と
い
っ

た
問
題
が
山
積
し
、
導
入
へ
の
賛
同
者

が
少
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
救
っ
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
現
在
、
競
走
馬
を
中

心
と
し
た
牧
場
を
経
営
さ
れ
て
い
る
武

仲
哲
司
さ
ん
で
し
た
。
扱
い
や
す
い
馬

を
探
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
馬
具
を
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
管
理
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
生
徒
の
騎
乗
指
導
な
ど
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
馬
術
部
に
、
精
力
的

に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
岐
阜
県
で
唯
一
の
馬
術
部
が

誕
生
し
ま
し
た
。

部
員
全
員
が
素
人
か
ら
始
め
、
約
３

カ
月
ほ
ど
の
練
習
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

初
戦
が
、｢

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
東
海
地

区
予
選｣

で
し
た
。
練
習
で
は
、
１
０

０
㎝
程
度
の
障
害
を
難
な
く
飛
び
越
え

る
生
徒
た
ち
を
見
て
い
る
と
、｢

意
外

と
や
れ
る
か
も
…｣

と
内
心
、
期
待
し

て
い
ま
し
た
。
大
会
当
日
も
、
生
徒
た

ち
は｢

や
れ
る
！｣

の
気
持
ち
で
し
た
。

高
校
生
の
大
会
は
、
競
技
が
公
平
に

な
る
よ
う
、
乗
り
慣
れ
た
学
校
の
馬
で

は
な
く
、
大
会
側
が
用
意
す
る
馬
に
乗

り
、
他
校
の
生
徒
と
競
い
合
い
ま
す
。

コ
ー
ス
内
に
設
置
さ
れ
た
10
近
く
の
障

害
を
、
い
か
に
落
下
さ
せ
ず
飛
越
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
ゴ
ー
ル
ま
で
馬
を
誘
導
で

き
る
か
の
勝
負
で
す
。

大
会
が
始
ま
る
と
、
ど
の
学
校
の
生

徒
も
、
無
難
に
ゴ
ー
ル
を
切
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
の
第
一
走
者
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
見
て
い
る
私
た

ち
も
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。
第
一
障
害
を

無
難
に
飛
越
、
よ
し
っ
と
思
っ
た
瞬
間
、

第
２
障
害
前
で
馬
が
反
抗
し
、
生
徒
は

落
馬
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
続
く
第
２
、

第
３
走
者
は
、
と
も
に
第
一
障
害
ま
で

馬
を
誘
導
で
き
ず
何
も
で
き
ず
に
失
権
。

何
と
も
恥
ず
か
し
い
思
い
と
と
も
に
、

馬
術
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
３
年
。
今
は
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
も
４
頭
に
増
え
、
ス
タ
ッ
フ
も
充
実

し
、
新
し
い
馬
場
も
今
年
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
の
顔

と
し
て
、
ま
た
心
機
一
転
、
馬
術
部
で

頑
張
ろ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
の
場
と

な
る
よ
う
、
馬
と
と
も
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

放
送
部
の
活
動
紹
介

豊
田

美
見

放
送
部
の
活
動
は
大
き
く
２
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
毎
日
の
お
昼
の
放
送
で
す
。

毎
日
担
当
が
決
ま
り
各
曜
日
で
特
徴
の

あ
る
番
組
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
生
徒
か
ら
募

集
し
、
投
稿
さ
れ
た
部
活
紹
介
、
友
人

の
誕
生
祝
い
や
学
校
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

放
送
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、
魅
力

あ
る
放
送
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
練
習
、
原

稿
の
作
成
な
ど
、
毎
日
の
活
動
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
今
年
度
入
部
し
た
５
人
の

１
年
生
も
、
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
実

力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

日
々
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
練
習
の
結
果

が
で
た
の
は
、
第
45
回
岐
阜
県
高
等
学

校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
朗
読
部
門
で
す
。

３
月
か
ら
練
習
を
開
始
し
た
成
果
が
表

れ
、
３
年
Ａ
科
の
河
村
香
奈
さ
ん
が
見

事
、
県
１
位
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
河
村
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
岐
阜
県
選
手
団
結
団
式
で
岐
阜
県

の
高
校
生
を
代
表
し
て
、
激
励
の
言
葉

を
述
べ
る
な
ど
対
外
的
な
活
動
に
も
励

ん
で
い
ま
す
。
７
月
22
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
た
め
今
は
最
終
練
習
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
番
組
作
り
で
す
。
番
組
製

作
は
、
部
会
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

制
作
す
る
番
組
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

３
年
生
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
制
作

に
力
点
を
置
い
た
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
オ

ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門
で｢

白
川
郷
〜
世
界

遺
産
保
全
へ
の
道｣

が
県
代
表
と
し
て

選
ば
れ
、
宮
崎
県
で
行
わ
れ
る
全
国
総

合
文
化
祭
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
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し
た
。
少
し
で
も
い
い
作
品
に
な
る
よ

う
、
部
長
の
３
年
Ｆ
科
の
下
川
清
隆
君

を
筆
頭
に
部
員
が
一
丸
と
な
り
連
日
遅

く
ま
で
編
集
作
業
に
追
わ
れ
、
満
足
で

き
る
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
全
国

の
高
校
生
に
も
興
味
深
く
見
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
で
は
、
３
年
Ｂ
科
の
森
浦
菜
々

子
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
今
注
目
さ
れ

て
い
る｢

Ｂ
Ｄ
Ｆ
…
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
フ
ュ
ー
エ
ル｣

に
題
材
を
と
っ
た
作

品｢

油(

オ
イ
ル)

か
ら
始
ま
る
未
来｣

を
制
作
し
ま
し
た
。
春
休
み
に
は
愛
知

県
立
渥
美
農
業
高
校
に
も
取
材
に
行
き
、

学
校
で
も
実
験
や
ク
ラ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
実
施
し
、
見
ご
た
え
あ
る
作
品

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
県
高
等
学
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
４
位
に
入
賞
し
、

前
述
の
河
村
香
奈
さ
ん
と
と
も
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ド
ラ
マ
制
作
を
始
め
ま

し
た
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
と
も
、
放
送
部
員
が
脚
本
を
書
き
、

出
演
、
演
出
と
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
残
念
な
が
ら
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
作
品
を
作
り
続
け
る

こ
と
で
、
力
を
蓄
え
必
ず
全
国
に
出
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

放
送
の
活
動
は
、
こ
の
よ
う
に
毎
日

の
積
み
重
ね
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
全
部
員
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
よ
い
番

組
作
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎
相
撲
部

【
県
高
校
相
撲
優
勝
大
会
】

団
体

優
勝

個
人

中
量
級

優
勝

３
Ｎ

伏
見
光
永

重
量
級

優
勝

２
Ｎ

平
塚
大
誠

２
位

２
Ｅ

宇
野
雅
史

３
位

３
Ｎ

川
島

涼

【
県
高
校
総
体
】

団
体

優
勝

個
人

優
勝

２
Ｎ

平
塚
大
誠

３
位

２
Ｅ

宇
野
雅
史

３
位

３
Ｎ

伏
見
光
永

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

【
東
海
総
体
】

団
体

２
位

個
人

軽
重
量
級

２
位

３
Ｎ

伏
見
光
永

重
量
級

３
位

２
Ｎ

平
塚
大
誠

【
東
海
４
県
選
抜
大
会
】

団
体

２
位

個
人

３
位

３
Ｎ

伏
見
光
永

◎
馬
術
部

【
岐
阜
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ス
シ
ョ
ー
】

標
準
障
害
飛
越

５
位

２
Ａ

矢
口
翔
子

【
ラ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
・
ル
ウ
ム
杯
】

乗
馬
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
30

優
勝

２
Ａ

金
村
勇
輝

３
位

１
Ａ

長
尾
雛
子

乗
馬
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
60

優
勝

３
Ａ

湯
上
朋
樹

６
位

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

乗
馬
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
70

優
勝

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

乗
馬
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
80

４
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

乗
馬
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
110

２
位
３
Ａ

太
田
竜
之
介

【
第
44
回
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会

東
海
地
区
予
選
】

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

１
位

３
Ａ

太
田
竜
之
介

２
Ａ

矢
口

翔
子

２
Ａ

美
谷
脇
舞
子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

◎
陸
上
部

【
県
高
校
総
体
】

〈
男
子
〉
400
ｍ

３
Ｎ

小
川
浩
幸

準
決
勝
敗
退

〈
女
子
〉
100
ｍ

３
Ｄ

加
藤
琴
葉

準
決
勝
敗
退

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
部
】

一
回
戦

本
校
２
ー
０
郡
上
北

二
回
戦

本
校
２
ー
０
山
県

準
決
勝

本
校
２
ー
０
岐
阜
聖
徳
学
園

決

勝

本
校
２
ー
１
吉
城

２
部
Ｂ

１
位

【
県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
予
選
】

代
表
決
定
戦

本
校
０
ー
２
長
良

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
】

一
回
戦

本
校
０
ー
２
県
岐
商

【
県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
予
選
】

代
表
決
定
戦

本
校
２
ー
０
岐
山

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
２
ー
０
加
茂

二
回
戦

本
校
０
ー
２
飛
騨
高
山

ベ
ス
ト
16

◎
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
】

個
人

田
中
・
松
田
組

ベ
ス
ト
４

西
垣
・
稲
葉
組

ベ
ス
ト
16

松
原
・
武
中
組

ベ
ス
ト
16

小
林
・
片
上
組

ベ
ス
ト
32

【
県
高
校
総
体
】

団
体

二
回
戦

本
校
３
ー
０
高
山
工

三
回
戦

本
校
２
ー
０
益
田
清
風

四
回
戦

本
校
０
ー
２
中
京

ベ
ス
ト
８

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
】

個
人川

瀬
・
加
藤
組

ベ
ス
ト
８

小
寺
・
丹
羽
組

ベ
ス
ト
16

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
16

若
原
・
長
谷
川
組

ベ
ス
ト
16

【
県
高
校
総
体
】

団
体

二
回
戦

本
校
２
ー
１
多
治
見
北

三
回
戦

本
校
２
ー
０
長
良

四
回
戦

本
校
０
ー
２
岐
阜
総
合

ベ
ス
ト
８

個
人福

田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
８

小
寺
・
丹
羽
組

ベ
ス
ト
16

東
海
総
体
出
場

【
東
海
総
体
】

個
人

一
回
戦

小
寺
・
丹
羽
組
３
ー
４
加
藤
学
園

一
回
戦

福
田
・
村
野
組
４
ー
２
富
士
見

二
回
戦

福
田
・
村
野
組
０
ー
４
三
重

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
138
ー
70
大
垣
商

二
回
戦

本
校
90
ー
59
中
京

三
回
戦

本
校
88
ー
91
中
津
川
工

ベ
ス
ト
８

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
高
校
総
体
岐
阜
地
区
予
選
】

三
回
戦

本
校
78
ー
38
加
納

四
回
戦

本
校
109
ー
23
富
田

１
位
決
定
戦本

校
62
ー
52
岐
阜
各
務
野

【
県
高
校
総
体
】

一
回
戦

本
校
67
ー
51
関
商
工

二
回
戦

本
校
56
ー
67
土
岐
商

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
県
高
校
総
体
】

二
回
戦

本
校
３
ー
１
関
商
工

準
決
勝

本
校
２
ー
３
岐
阜
女
子

３
位

◎
剣
道
部

【
本
巣
武
道
大
会
】

団
体本

校
Ａ
０
ー
３
剣
心
館
Ｂ

本
校
Ｂ
０
ー
４
剣
心
館
Ａ

【
県
高
校
総
体
】

男
子
団
体

一
回
戦

本
校
４
ー
０
中
津

二
回
戦

本
校
０
ー
３
大
垣
東

女
子
団
体

一
回
戦

本
校
２
ー
２
大
垣
養
老(

本
数
負)

◎
書
道
部

【
第
六
十
四
回
県
美
術
展
青
年
部
】

優
秀
賞

３
Ａ

池
田
汐
里

入

選

３
Ｂ

野
田
雄
介

３
Ｎ

溝
添
雄
大

２
Ｆ

伊
藤
勇
弥

２
Ｂ

井
川
真
帆

◎
放
送
部

【
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

朗
読
部
門

第
１
位

３
Ａ

河
村
香
奈

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

第
４
位

(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
出
場)
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相
撲
部
・
馬
術
部
・
放
送
部

全
国
大
会
出
場

演
劇
部

県
大
会
優
勝

中
部
大
会
出
場

野
球
部

県
予
選
初
戦
突
破



◇
訃

報

吉
岡
好
一(

昭
44
年
農
工
卒)

平
成
22
年
５
月
ご
逝
去

母
校
の
野
鳥

(

ア
オ
サ
ギ)

ア
オ
サ
ギ
は
大
型
の
野
鳥
で
そ
の
姿

か
ら
ツ
ル
と
間
違
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

学
校
で
は
池
に
い
る
魚
や
水
田
周
辺
で

の
小
動
物
な
ど
を
食
べ
て
居
着
い
て
い

ま
す
が
、
夏
場
は
繁
殖
期
の
た
め
、
集

団
で
営
巣
す
る
コ
ロ
ニ
ー
を
中
心
に
生

活
し
て
い
ま
す
。
鳥
類
調
査
で
校
内
を

回
っ
て
い
る
と
、
か
な
ら
ず
果
樹
園
の

ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス
の
上
で
池
の
様
子
を
観

察
し
て
、
獲
物
の
魚
な
ど
の
動
き
を
見

て
い
ま
す
。
餌
は
水
辺
の
動
物
な
ら
何

で
も
食
べ
、
魚
類
は
も
ち
ろ
ん
両
生
類

の
カ
エ
ル
、
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
あ
ら
ゆ
る

も
の
で
す
。
そ
の
ま
ま
飲
み
込
ん
で
し

ま
う
食
べ
方
で
、
特
大
の
ナ
マ
ズ
、
ウ

シ
ガ
エ
ル
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
タ
ネ
ズ

ミ
な
ど
何
で
も
食
べ
る
食
欲
の
た
め
か
、

最
近
で
の
ア
オ
サ
ギ
増
加
の
理
由
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

イ
チ
ョ
ウ

イ
チ
ョ
ウ
科
イ
チ
ョ
ウ
属

高
木
で
は
校
内
で
一
番
本
数
が
多

く
22
本
の
イ
チ
ョ
ウ
の
成
木
が
あ
り
ま

す
。
古
い
木
は
体
育
館
の
西
に
あ
る
イ

チ
ョ
ウ
で
加
納
よ
り
移
植
さ
れ
た
物
で
、

１
０
０
年
を
こ
え
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
の
第
五
七
回
全
国
植
樹
祭
岐
阜
県
大

会
で
は
、
岐
阜
農
林
高
校
の
イ
チ
ョ
ウ

の
種
子
が
皇
后
陛
下
の
お
手
播
き
種
子

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
秋
に
は
森
林
科
学

科
一
年
生
の
ギ
ン
ナ
ン
の
収
穫
実
習
が

待
っ
て
い
ま
す
。

イ
チ
ョ
ウ
・
落
葉
針
葉
樹
で
社
寺

の
境
内
や
街
路
樹
な
ど
に
広
く
う
え
ら

れ
て
い
る
。
実
は
ギ
ン
ナ
ン
と
し
て
食

用
に
さ
れ
、
栽
培
も
さ
れ
て
い
る
。
材

は
仏
具
、
将
棋
・
碁
盤
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。

今
回
の
編
集
は
、
創
立
百
十

周
年
行
事
を
中
心
と
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

事
業
に
併
せ
て
六
年
ぶ
り
と
な

る
同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
も

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

百
周
年
を
迎
え
て
後
の
十
年

間
、
さ
ほ
ど
記
事
が
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
が
、
意
に
反

し
て
農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
、

岐
阜
大
会
の
事
務
局
校
と
し
て

大
会
を
成
功
裏
に
終
え
た
こ
と
、

ま
た
全
国
大
会
で
は
最
優
秀
賞

を
七
名
が
受
賞
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
部
活
動
で
は
、

演
劇
部
が
全
国
一
と
な
り
東
京

の
国
際
劇
場
で
公
演
を
し
ま
し

た
。
こ
の
後
の
テ
レ
ビ
出
演
で

も
部
員
達
が
実
に
生
き
生
き
と

し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

い
た
事
な
ど
多
く
の
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
創
立
百
十
周
年
記
念
式

典
・
総
会
・
祝
賀
会
で
日
頃
ご

無
沙
汰
し
て
い
る
同
窓
生
と
の

親
交
を
深
め
て
戴
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
に

日
頃
の
思
い
を
投
稿
し
て
み
て

は
如
何
で
す
か
。
会
員
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
創
立
百
十
周
年
記
念

行
事
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

(６) 第２３０号 瑞 穂 平成22年８月30日発行
����植樹祭での皇后様

お手播き写真
ギンナンの収穫実習風景

会

員

の

動

向


